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◆ 利用促進効果
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産太くん

山鹿－熊本線「休日学生限定！往復乗車券」
販売・PR継続と他路線への横展開について

1．山鹿－熊本線「休日学生限定！往復乗車券」の販売・PR継続状況について

２．「休日学生限定！往復乗車券」他路線への横展開について

5Km

山鹿バスセンター

桜町バスターミナル

植木

※主要系統のみ

便数 ：26便 /日/片道 （日祝ダイヤ）

所要時間：約1時間10分～1時間20分

片道運賃：950円（山鹿BC～桜町BT）
※桜町BT14番ホーム（山鹿方面）

❶ 2019年9月14日（土）熊本県内バス・電車無料の日

山鹿方面3.5倍の利用！長距離路線が故に運賃弾力性が高い可能性

山鹿－熊本線を対象とし
「学生」・「非日常目的」・「休日」に着目して利用促進にチャレンジ
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現在の休日におけるバス利用回数を1とした場合の想定

収入・利用回数シミュレーション

往復運賃
1,720円の場合

※現在の平均運賃仮定

往復運賃
467円以下の場合

収入低下

往復運賃
1,094円の場合

収入最大

運賃を適切に引き下げることで利用増加・収入増加の可能性

❸ 販売・PR継続 ※現在は通年販売へ移行

❷ 運賃弾力性の計測

❹ 利用促進効果

説明変数 パラメータ t値

定数項 3.2295 8.5190

往復運賃（円） -0.0023 -15.2084

利便性評価 0.4204 4.1394

ヘビーユーザダミー 3.6928 14.5278

自由度調整済み決定係数 0.5771

サンプルサイズ 342（114×3ケース）

重回帰分析 ※被説明変数：利用回数/月

※ 往復運賃が変化した際の利用想定①現在②1,000円③500円の3ケースを質問
※ 運賃が変化しても利用回数が変化しないヘビーユーザーをダミー変数で表現

2020年7月25日より山鹿－熊本線「休日学生限定!往復乗車券」を
通常往復運賃の約半額1,000円で販売
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チラシ
配布①

新型コロナ感染拡大の影響を受けながらも
販売・PRをしっかり継続することで販売枚数は増加傾向

配布するチラシには
社会的問題についても明記

チラシは学校の協力をいただき配布
社会インフラと位置付けてもらうため
活動・対話を継続することが必須

※行政の広報誌へも掲載を依頼（親御さん向け）

※2022.8.21現在
※2021年,2022年8月は全日利用可

チラシ
配布②

チラシ
配布③

チラシ
配布④

15%

27%

20%

17%

6%

15%

ほとんど
利用していない

半年1～2回

月1回

月2～3回

週1～2回

70%

30%

Q．往復券がバスを利用するきっかけ？

7割が
きっかけ

Q．休日どれくらいの頻度でバスを利用している？

休日に山鹿－熊本間を利用する学生約3倍、収入約2倍増加の可能性
バスの利用促進により消費効果も出た可能性

きっかけ

4割は
利用頻度
少ない層

n=771

きっかけでない

n=771

2,3ヶ月
1～2回

※調査期間2020/7/25～2021/8

※ 増収効果： 往復券がきっかけの場合は＋1,000円 きっかけでない場合は－720円（平均運賃仮定）

❶ 中距離路線

★松橋－熊本線★

便数 ：18便 /日/片道 （日祝ダイヤ）

所要時間：約50分

片道運賃：660円（松橋産交～桜町BT）

★光の森－熊本線★

便数 ：60便 /日/片道 （日祝ダイヤ）

所要時間：約50分

片道運賃：540円（光の森産交～桜町BT）

❷ 長距離路線

★あまくさ号★

便数 ：10便 /日/片道（減便中）

所要時間：2時間42分

片道運賃：2,280円（本渡BC～桜町BT）

※主要系統のみ ※たかもり号は地図上では簡便のため桜町BTまで表現

★たかもり号★

便数 ：3便 /日/片道

所要時間：約1時間45分

片道運賃：1,030円（高森中央～桜町BT）
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光の森－熊本線

松橋－熊本線

・単価が低く運賃弾力性が低い可能性

・競合モード存在（鉄道）影響の可能性

・郊外ショッピングモールの充実が影響か

・現況、販売枚数が少なく効果は限定的

・バス利用頻度が少ない利用者あり（新規需要）

・鉄道から転換は僅かで全体需要の底上げ

49%

16%

35%

きっかけ

苦戦

※2022.8.21現在
※2022年8月は全日利用可

※競争を意識した施策でなくバスの需要を生み出すための施策

※光の森－熊本線

鉄道でなくバス

きっかけでない

6.5割が
きっかけ

ほとんど
利用していない

週1～2回

月2～3回月1回

2,3ヶ月
1～2回

半年1～2回

4割は
利用頻度
少ない層

n=43

n=43

きっかけ
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◆ 販売枚数 ※2022/5/14～ ◆ 利用促進効果

・あまくさ号は運賃弾力性の高さが反映か

・たかもり号は便数・市場が小さい影響か

・利用促進に大きく寄与している可能性

・割引を行っても増収に寄与している可能性

※2022.8.21現在
※2022年8月は全日利用可（一部除く）

Q．往復券がバスを利用するきっかけ？

Q．休日どれくらいの頻度でバスを利用している？

きっかけでない

ほとんど
利用していない

週1～2回
月2～3回

月1回

2,3ヶ月
1～2回

半年1～2回

あまくさ号

たかもり号

あまくさ号：好調
たかもり号：苦戦

7.5割が
きっかけ

7.5割は
利用頻度
少ない層

※あまくさ号

n=198

※現時点では今年度末までの限定販売
通年販売への移行も効果を見て検討予定

n=198

◆ 販売枚数 ※2022/5～

Q．往復券がバスを利用するきっかけ？

Q．休日どれくらいの頻度でバスを利用している？

1,054 人

利用促進効果

※販売枚数×7割（利用促進効果）

× ＝

熊本市での平均消費額 消費効果

3,584 円/人

※調査期間（2020/12～2021/8）n=53

378 万円/人

※販売枚数は2022.8.21現在


